
（別紙３）

～ R6年　9月　30日

（対象者数） 31 （回答者数）
25

～ R6年　9月　30日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 　イベント内容の工夫、余暇時間の充実を図っていきます。

2
　適切な温度管理や換気、心理的な健康も意識しストレスの少ない空間作りを

行っていきます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
　外部研修に参加し知識や理解を深めていきます。保護者会を開催している事

業所から話を聞き、当事業所で開催できるよう検討していきます。

2
　交流のあった地域の方と連絡調整を行い交流の場が持てるように計画してい

きます。

3

○事業所名 ゆいまーるさいじょう

○保護者評価実施期間
R6年　9月　10日

○保護者評価有効回答数

R6年　9月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R6年10月30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

　父母の会の活動支援やペアレントトレーニングなど、保護者様に向けた情報

提供の機会が少ないこと。

　父母の会や保護者様を集めたペアレントトレーニングを行った経験がなく開

催実施までに至っていません。

　地域の他の子どもと活動の機会が設けられていないこと。
　以前は実施していましたが、コロナの影響で交流の機会がなくなり、地域と

の交流がなくなっていました。

　保護者様にもお子様の様子が伝わるようにSNSの投稿活動を積極的に取り組

んでいる。

　活動内容をわかりやすく伝え、利用者様が楽しんで活動に参加している様子

や余暇時間の様子を伝えるようにしています。

　感染対策を徹底し心地よく過ごせる環境作りに努めています。
　利用者様の活動空間はもちろん送迎車等の掃除、アルコール消毒を徹底して

おり清潔で気持ちの良い環境作りに努めています。

事業所における自己評価総括表公表


